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カーバメー ト化合物の ヒメ トビウンカ

に対する殺卵効力1

風 野 光 ・ 浅 川 勝

農林省農業技術研究所

(1971年3月29日 受 領)

カーバ メー ト化合物は ウンカ ・ヨコバ イ類の 防除剤 と し て,

すでにわが国では広 く使用 され てお り,ウ ンカ ・ヨコバ イ 類 の

成 虫に対す る殺 虫効 力については多 くの検討が なされてい る(風

野 ら,1969,1970;福 田 ・永田,1969;風 野 ・浅川,1970)。 し

か し,卵 に対 す る効 力については,数 種の薬剤について水面施

用 した場合の効 力の検討が行なわれてい るにす ぎない(安 部 ・

岡本,1967;豊 田,1968)。 筆者 らは,カ ーバ メー ト化合物のウ

ン カ ・ヨコバ イ類の卵に対す る効力 を明 らかにす るため,ま ず

ヒメ トビウ ンカの卵に対す る 効力 を室内試験で 検討 したので,

その概 略について報告す る。 なお,試 験を御手伝いいただいた
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材 料 お よ び 方 法

供試 カーバ メー ト化合物は 第1表 に示 したが,こ れ らの うち

TBPMCお よびTAPMCは 前報(風 野 ら,1970)に おい て,
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 (FALLEN). By Hikaru KAZANO and Masaru ASAKAWA (National Institute of Agricultural Sciences, Nishiga-
hara, Kita-ku, Tokyo, 114).

日本応用動物昆虫学会誌(応 動昆)第15巻 第4号: 262～264 (1971)



短 報  263

ウンカ ・ヨコバ イ類に有効 と 認 められ た ものであ り,そ の他は

すでに実用化 され ている化合物 である。 対照 薬剤 として は γ-

BHC,MEP,マ ラソンを用いた。

第1表 供試 カーバ メー ト化合物

供試 ヒメ トビウンカは当研究室 でイネ芽 出 し苗 を用いて 累代

飼育 している西 ケ原 系統 を用いた。 産卵数を 均一にす る た め,

羽化後1週 間雌雄 を共存させて飼育 した 長 翅の 雌成虫を供試 し

た。 産 卵はイネ芽出 し苗(長 さ3～4cm)2本 を小試験管(15

×110mm)に 入れ,こ れ に雌成虫を各1頭 ずつ放 虫し,ガ ーゼ

でふた をして20～30℃ の ガラス温室内に保ち,24時 間産卵 さ

せた。 産卵終了まで生存 した もののみ を有効 なもの として 産卵

イ ネ苗 をと り出 し,薬 剤処理 を行 なった。 なお,雌1頭 当た り

の産卵数は13～18の 範囲であ った。

薬剤処理時期は,第2表 に示 した産下卵 の発育状況 の予備調

査の結果 よ り,産 卵終了 当 日および4日 後 に行 な った。 各処理

は10～15組 を 用 いた。 供試薬剤は原体 をメタノールで溶解 し,

展 着剤加 用(ネ オエステ リン1/10,000)の 蒸留水で希釈 して10

第2表 産下卵の発育状況

お よび50ppm液 を調整 した。処理液 のメタ ノール濃度 は10%

とした。 この薬液に産卵 イネ苗 を5分 間浸漬 した後,室 温 で風

乾 し,根 部 を脱 脂綿でま き,試 験管(18×200mm)に 入れ,布

でふた をして20～30℃ のガラス温室 内に保 った。

ふ化幼 虫の調査 は4日 間ふ化幼 虫が認 め られな くなるまで行

ない,そ の後検鏡に よ り残存卵 を調査 した。

結 果 お よ び 考 察

試験結果は第1図 のとおりである。 薬剤処理区においては,

いずれの場合もふ化途中またはふ化直後に死亡する幼虫がかな

りの率で認められた。この現象は豊田(1968)に よって認められ

ており,こ れをふ化未了死と名付け,そ の際の死虫をふ化未了

死虫とよび,殺 卵効果に含めてとり扱っている。その原因とし

ては,薬 剤の卵に対する作用が殺卵に至るほどには強力でない

が,い わゆる死産程度に影響したものと考えている。この点に

ついては,卵 に直接薬剤を処理する方法により検討することが

必要で あ り,本 試験 の 薬剤 処理方法 では解明 できなか った。 し

か し,PHCやCPMC,マ ラソンなどのよ うに低濃度 処理 で効

力の劣 るものの場合,高 濃度 処理ではいずれ もふ化 未了死虫率

が大 とな っている ことは,豊 田の 考 え方をある程度裏付 けてい

る もの と考 え られ る。 したが って,本 試験 の結 果に つい ても,

これ らのふ化未了死は薬剤の 効 力に含めて考えた。

残存卵については,眼 点の認め られない 未発育卵 と眼点卵 と

にわけて調査 した。 眼点卵率は一般に高濃度処理で 大で あ り,

産卵終了4日 後処理で高い傾向 を示す ものが多か った。未発育

卵率は一般的には高濃度処理で大で あったが,と くに 産卵終了

当日処理では処理濃度に よる差が大で あった。 ただ し,NAC,

γ-BHC,MEPは 低濃度処理が高濃度処理 よ り高い率 を示 し,

他の ものとは逆 の傾向 を示 した。 この原 因は不明 であ り,さ ら

に検討 を要す る点 である。4日 後 処理 では,当 日処理 に比べ て

一般 に未発育 卵率 は低か ったが,こ れは第2表 に示 した卵の発

育状況 か ら考 えて も当然の結 果 といえ る。 また,4日 後 処理で

は当 日処理 に比較 して 薬剤 間お よび濃度 間の差 は小 さい 傾向を

示 した。

供 試薬剤 の卵に対す る効 力をふ化抑制率で 判定 した場合,対

□ 未発育卵 ■ ふ化未了死虫

□ 眼 点卵 ■ ふ化幼虫

上段:産 卵終了当 日処理,下 段:産 卵終 了4日 後処理

第1図 カーバ メー ト化合物の ヒメ トビウンカの

卵に対す る効力。
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照薬剤 として用いた γ-BHC,MEP,マ ラソンの うち,マ ラソ

ン の効力は低か ったが,γ-BHC,MEPは いずれの場合 も高い

抑 制率を示 した。 供試 カーバ メー ト化合 物はいずれ も その中間

であ り,TBPMC, TAPMC, BPMC, MIPCは 比較的 高い

抑制率 を示 し,MPMC, PHC, CPMC, NACは やや効 力の

劣 る場合が認 め られた。

豊 田(1968)は 水面施用 によるツマグロ ヨコバイ,ト ビイ ロウ

ンカ,セ ジロウンカについての試験 で,殺 卵効 果は幼虫,成 虫

に対す る効果 と類似 の傾 向を示す と報告 している。 本試験 と 同

じ系統 のヒメ トビウンカ成 虫について 行 な った これ までの 試験

結果(風 野 ら,1969,1970)と 卵に対 す る効力 とを比較す ると,

NAC,CPMCは いずれの場合 も効力が劣 っている。マラソン,

PHCは 成虫に対 しては室内試験でやや効力が劣 っているが ポ ッ

ト試験では強い効力 を示 し,卵 に対す る効力 とは 必ず しも並行

しない。 さらに,MIPCで は成虫に対す る効力は他の もの よ り低

いが,卵 に対す る効力は供試 カーバ メー ト化合物の中で は もっ

とも強 く,全 く 逆の傾向 を示 した。 これはMIPCの ヒメ トビ

ウン カに対す る殺卵効果は低い とい う豊田(1968)の 結果 とも異

な ってい る。 これ らの点については,供 試虫の系統に よる薬剤

感受性 の差,試 験方法の 差 などについて さらに検 討の要があ る

が,本 試験の結果か らは,ヒ メ トビウ ンカの卵に対す る効 力 と成

虫に対 す る効 力は 必ず しも並行す るとは いえない ようであ る。

本 試験は実験室内におけ る基礎的な効 力試験であ り,実 際 圃

場 における殺 卵効 果については,薬 量や使 用方法 とも 関連 して

検討 す る必要があ る。 また,他 のウ ンカ ・ヨコバ イ類の卵に対

す る効 力については,豊 田(1968)の 試験結 果で供 試虫の種類 に

よ り効 力に差 が認 め られてお り,今 後 さ らに検 討を進めたい。
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